
患者の状態を継続的に把握
（呼吸器装着、在宅移行等）

①非常用発電機を所有する医療機関が限られるため、全ての患者に配備することが難しい。

②医療機関では、かかりつけの患者以外はニーズが把握できないため、効率的な配備が難しい。

③非常用発電機配備後の保守点検等の管理体制が明確でない。

④患者の人工呼吸器装着開始状況や在宅療養への移行時期等が常時把握できないため、非常用発電機の配備が遅れる。 等

徳島県在宅重症難病患者非常用発電機配備点検業務

従来の非常用発電機配備事業の問題点

新たな事業の形

県
とくしま医療センター西病院
（旧：徳島病院）

かかりつけ病院 在宅重症難病患者

点検事業者

委託 発電機貸出申請

発電機の貸出

発電機貸出の相談・調整

発電機の点検
を依頼

発電機の保守点検を実施

災害発生時に発電機が

正常に作動することが重要！

新たな事業のメリット
発電機の配備・管理体制が明確

化するとともに、 発電機を必要と

する患者に対し迅速な配備が可能
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